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大会プログラム

１期日：１９７５年５月１８日（日）

2．会掲：一橋大学新館４０１教室

3．進行予定：

９：00 受付・開掲

９：３０開会の辞

９：３０～１２：00シンポジウム報告・コメント

１２：００～１３：００．休憩・昼食（評:鍛会開催1

13：００～１４：00総会．会長挨拶

１４：00～１７：ｏｏｍＺＺ回直垂Z蕊霞］
１７：００閉会の辞

１７：３０～１９：００懇親会（戦員集会所）

報告者

指定討論者

座長

山ロ不二雄（法政大），坂本英夫（山形大】，小林孝一（横浜市立大）

石原照敏（香川大】，河野敏明（農林省），松村祝男（千葉商科大）

石井素介（明治大），藤田佳久（奈良大）
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１９７５年度大会シンポジウム

｢農業地理学の課題一商品生産の地域的展開一」

大会企画委員会

前年度大会は「過密・過疎形成のメカニズム」をテーマとして開かれ、すぐれて今日的な地域

的現象の解明を試ふた。大会においては、この課題の本質や接近方法をめぐって多角的な報告と

討論がなされたものの．課題の大きさと重要性から必ずしも所期の目的に達するにはいたらず、

機会を改めて再検討される必要があると思われる。

経済地理学会は創立以来，すでに２０年以上を経ており，２０周年記念事業の一環として「経

済地理学の成果と課題」の続篇の刊行が企画されていろ。６７年に刊行された「成果と課題」て

は１９６０年代前半雀での経済地理学の業績や成果に関弍る一定の総括がなされ｝当時の斯学の

課題も明らかにされた。爾来、秀れ､た方法論的考察や実態調査・研究が公けにされているが，続
篇の刊行企画と合せて，経済地理学の諸分野を系統的に再検討することが迫戎られている。
また，斯学をとりまく情勢にも大きな変化を生じており，６０年代から続いた「高度経済成長」

が手直しを余儀される段階を迎え，それが国民経済の地成構造や経済地域樽成に波及しつつある。

本年度，軽業地理学的分野についての再検肘が提起されたのはこのような背景からであった。

従来の農業地理学的研究の多くは商品生産の地域的展開を対象としてきたが，その問題意識・

接近方法や対象領域にはかなりの差異がみられる。大会において各報告者は従来の研究動向に関

する一応の総括を試み，学界の現状を止揚していく展望を提起する。．

さらに,「農基法農政」の過程で選択された成長作目を中心とした商品生産の地域的展開を分

析し，そこから導きだされた問題を受けて討論を行なう予定である。

(．
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生乳産地形成の現局面

山ロ不二雄（法政大）

１】従来の農業経済地理学の諸業級でほぼ共通の理論的基礎とされてきたものは，農業におけ

る商品生産の発展にともなう階層分化，地域分化の進展という考え方である。この場合に，

農家経済に注目しつつ，生産構造，選外諸資本との関連等の構造的側面に重点をおく見解と，

個別農産物生産分野に「主産地形成鶴」を適用していく試みの二様の系列がみとめられる。

後者は，産地形成の経済的メカニズムについて貴重な理論的成果をおさめている反面，樽造

的側面の配慮が弱く一般的であるという批判をうけてきた。また前者にはク市場論・価格論

｛が弱いという弱点があったが，近年その瓢１１がすすんでいる。主産地形成論に関する代表的

見解としては，111村琢・山田定市等の北海道クループの見解と，美土路達雄等協同組合経営

研究所のクループのものがあり,両者とも艇協共販に一定の意義をおきつつも主産地形成の

:抗現段階の性格規定についてニュアンスを異にしている。これらの論点を配慮し，生乳生産を

…例として構造的側面を重視した主産地形成論の可能性を考えたいというのが本発表の問題意

,A･断識である。、

２１`;ん生乳生産の現局面としては次の３点が重要である｡第１に独占資本ﾖ塞型市場編制のもと

;での･市掲分断と生産者価格の操作的決定が生乳市場を依然として特徴づけていることである。

第２に生産藩価格の「最劣等地規定」が一貫して軽視される中での小農対応として系統資金

；等に依存した乳牛飼譲頭数の拡大が芦-ず方ですすめられており，その結果として専門化と労動

～筆産性の向上がみられていることである。この専門化に少頭数飼養農家の減小が対応してい

る。また土地問題が深刻化している。第３に，この専門化の過程が農業資材や利子などを必

要経攪としていっそう自覚させ，また生乳生産に対する所得要求を顕在化させることによっ

て，あるいは兼業織会の増加による「労賃」範騨の確立に裏付けられて価格闘争が広汎に

進み，農協系統による生乳運搬・加工手段の確保等も加わって，「自由な価格形成」の契機

が一面で増大していることである。この第２，第３の点に立脚して，第１の要素に限界づけ

られながら，酪農経営形態の地方的諸形態をともないつつ主産地形成の経済的メカニズムの

進行ﾔｹ:予想される。

３）長野，北海道の２生乳産地の事例を素材に以上の点を考えてみたい。

長野県については，すでに日本地理学会例会で発表したことがあるが，今回は昨年６月追

跡調査を行ないデータを一新するとともに，一連の継続的データをえたのでその検討も試み

てみたい。全体としては，土地問題解決の長野産地の形態として濃厚飼料多給型経営がさら

に増加しており一応の「安定」を示している。また市乳化の動きは，１日酪達、解散・系統農

協主導での新醗連の発足として新段階をむかえている。

北海道については，昨年８．９月の実態調査をてがかりに，次の点巷重点的に考察して承

-２－



たい゜第１に，相対的有利性をメルクマールとして，米・畑作・酪農の序列的な産地形成が

進み，道東，天北への生乳生産の集中がみられるといわれていることについてである。この

場合に，まず所得が経営存続のメルクマールになり，全国的市場編制のもとで低生産者価格

を強いられる中で資金・土地問題力探刻化し，離農や新規開墾等の形態で耕地拡大が可能な

ところで生産が拡大すること,規模拡大にともなう資金導入の結果として禾仔範噂が確立す

ること，こうして所得・利子・土地購入資金禾仔の補償を経営存続のメルクマールにするに

至る経過を詮てみたい。第２に，生乳の東京・大阪等への出荷や，艇協プラントの建設，札

幌市乳圏と道東・天北の生産者価格の格差などの市場面での変化を考えてみたい。

４）以上の検討は，その他の農産物についても次のような形で敷桁しうるのではないかと考え

られる。第１には，自給の解体・農家の商業的性格の拡大を一方の要素として，他方では標

準的な生活様式の全国的確立，標準賃率の一定の溌透を要因として，所得要求・価格要求

が増大している。これは所得をメルクマールとした作目選択，価格闘争・農協共販等の促進

要因となる。第２に，土地所有の制約が表面化し，他方での艇地価格の「土地価格化」に促

進されて，一般的には兼業化が支配的になり，部分的には，地方的経営形態分化をともない

つつ専門化が進んでいることである。第３には，どのような形態であれ，同一価格の市場圏

が増加し，一定の「自由な価格形成」の要素がみられるところでは，主産地形成メカニズム

の発現がみられるということである。
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野菜産地の形成と変イビ

坂本英夫（山形大）

近年における野菜産地の変化を検討してみれば，まず，大都市付近の野菜作が衰退し，都市へ

の供給地が遠心的に拡大している。ただし，依然として都市に近いところからの供給の絶対量は

大きい。いわゆる近郊農業の衰退によって，遠方での輸送園芸がむやみに盛んになるわけではな

く，近郊供給圏の外延的拡大という形をとって．せいぜい都心から４００１位以内に隆盛をみるの

である。これは，トラック利用の効率が最もよい範囲内の時間距離である。

都市化・エ業化の空間的膨張は，当然，野菜産地を変質させた。とくに，関西・東海・近畿・

山陽では，兼業艇家の増加や脱艇の発生I土，農業そのものの後退を招いているｃこれらの地方で
‐｡’．「４

は，伝統的な和食用野菜の栽培とか，露地での栽培は斜陽である。労働力を比較的要求しない野

菜作は，老人や婦女子が担当するという傾向が出ている。そのような野菜作は，労働力の比較的

安価な地方に移動しつつある。野菜に対する需要が続メ限り，国内のどこかでその生産が行なわ

れざるを得ないからである。

農鏑径営の部門間変化では，麦・雑穀や米。工芸作物などの低収益性の部門が，畜産と野菜に

転じている傾向が,､１９６０年→１９７０年に出ている.畜産といい，野菜作といい，狭小な土

地で，相対的に高い収益を挙げる点では，いずれも好適な部門である。第二次大戦前の日本農業

が「米と脚に代表されるように，戦後も,零細経営はかわらず，繭にかわって，野菜や畜産が

盛んとなっているのは，需要の増大だけが要因ではない。

技術の型別に，労働報酬の違いを比較してみると，家族労働報酬が一番大きい順に，①（ガラ

ス）温室,②ピニールハウス，③トンネル栽培，④露地栽培であり，固定資本の大きいものほど，

収入もまた大きいということが脅える。したがって，いわゆる施設園芸の盛行は，近年の農村の

一現象である。

都市化・工業化の進展の著しい地域の野菜作は，大勢として衰退の方向にあるが▲全面的・直

線約に衰退一途ではない。他の職業に鰭摸し難い中・高年令蓉ま，農業生産に従事するほかない

し，また，農家の後継ぎ宵年は，ハウスを利用して，穴を狙う経営に生き甲斐を見出す。

野菜作が近年盛んになってきているのは，関東北部・東部，中央高地，西南暖地である。関東

地方の伸びは，首都圏人口の激増のほか，東京中央卸売市場の集散市場能力向上に基づくことが

大きいし，また畑地の多い関東は生産余力をもっている。近畿には，そのような余地が少ない。

中央高地は，葉菜類の高冷地栽培が夏期市場を独占するに至っている。葉菜の露地栽培は収益性

が低いために，高冷地という自然条件だけでは，葉菜の夏期栽培はおこらない。経営面Biの大き

い開拓地がその発展の基盤となっている。西南暖地の果菜の冬期栽培は南漸傾向力藷しい゜琉設

園芸といっても，小農的であるいが多いので,技術の平準化,普及が速く，各地にビニールト

ンネル，ピニールハウスが旗生した。カーフエリーの運航も，産地間競争を激化せしめている。
－４－



高速道路網の建設や，フェリーボート又確カーレールの利用などによって，輸送園芸はさらに莞
…．！,‐殻．．（’一十.、

塵してIゆくであろう。

野菜作にかぎらず，見落せない問題は，農産物価格の点であろう。生産者はｃ市場価格の高か

らんことをねがい，消費者はその逆を求める。建学は前者に加担しがちであるし，家政学は後者

に声援を送る。経済地理学は無色で臨むのであろうか｡み:;ﾐ心;い(〈!』xjjご…１《蝉ﾑｾﾞ］，

′不発表については,はじめに，野菜作についての地理学研究の回顧と展望を試みたい。また、

本稿中にはふれなかったが，時間が許せば，具体的な産地の例を二，三ふれて染たい。
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可
果樹地域形成をめぐる諸問題

へ〆五；小林孝一（横浜市立大）

～主産地形成は，資本主義の展開に対応した商業的農業の地域的分化・発展の態様である｡その

全体的な展望は報告者にとって不可能な課題である。そこでこの報告では,主産地形成輪への接

・近をできるだけ意職して，第２次大戦後（とくに１９６０～７０年を中心に『の果樹農業⑪動向

を分析し，地域形成をめぐる特徴的な諸問題を検討してみたい。

まず，戦後の果樹農業はいちじるしい発展をとげ，産地形成は鐙・質ともに高度化しているが，

その展開過程は大別すると，回復期（昭和２０年代），発展・拡大期（昭和３０年代），停滞（

縮小）・再編期（昭和４０年代】の３つの時期を画することができる。その時期は種類により若

干のずれをもっており，りんこの楊合には早くから果樹園化も生産量の増大も停滞・縮小に転じ，

なし.＄もなどもほぼ同様な傾向を示している。しかし，みかんの場合には発展期はやや長期に

わたって持続性をもっているが，近年果樹園化のテンポが低下し，生産量の激増による過剰化

か頻著となっている。全体として現段階は，果樹農業の産地形成の停滞・縮小・再編期にあると

みることができる。

ところで，昭和２０年代の回復期は統制撤廃を契機に果樹農業が立直りをみせる程度の展開に

とどまる。都市青果市掲も再確立・復興の過程であり，産地形成は主に小出荷単位を中心とした

産地規模の回復段階にとどまっている。

昭和３０年代には果樹農業が急速に発展する。その規模と生産・流通両側面での質的な水準に

多様性をともないながら，産地形成はいわゆる主産地を中心に果樹作農家の増大・成長を基礎と

して，地域的拡大と経営の特化・単一化の方向を示しつつ一貫して前進した。織械化や栽培技術

の向上により，生産力は上昇し，また出荷組合の統合・合併による大型化として出荷組織体の再

編成が主産地を中心に進行し，市場対応をめぐる産地格差を生みだしていった。

この果樹農業の発展期には，新魁山漁村建設から果樹鍵業振興法，農業構造改響事業といった

政策が打ちだされ，とくに主産Nb形成を目ざした農業構造改善事業は産地形成に大きな影響をも

たらした。みかんを中心とした鋼司樹園地の造成をはじめ，共同防除施設，大型選果場の整備が

推進される。小集落（属人的】ないし小地域（属地的）を単位とする生産面における事業の実施

は，隣接する非実施地域との間に格差を生みだし，出荷組織体の大型化が内部にこのような生産

面や経営面での多橡性をもつものを広範に包摂する形ですすんだ。いわゆる主産地の大型産地に

は，この不整合が目立つ。

また，この果樹産地における単一化・省力化の動向とともに，果樹農家の兼業化が急激に進展

していった。つまり産地形成の進行と兼業化力耕行的に深化し，昭和４０年代に果樹農業が停滞

・縮小の禄相を示すにつれて，兼業化への傾斜はますます強まり、現在の産地の経営構造の位歴

つけにきわめて亙要な意味をもつにいたっている。

－６－
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一方，産地形成の進行と表裏の関係で，都市青果市場の発展・再編が行なわれていく。大都市

消擬市場の整備とそこでの商業・流通資本の発展・充実による主導性の強化を中心に，大都市市

溺と大型産地との対応を頂点として，産地と市場の対応にさまざまな変化力窪まれていった。そ

して全体として市楊側からの産地に対する影剤ドカは強まりつつある。また最近では地方中心都市

を中心として，需要拡大に対応した市場整彌がすすみはじめてはいるが，市場間の流通としての

転送がますます拡大している点は注目すべきであろう。

果樹の産地形成が昭和３０年代の発展から昭和４０年代の停滞・再編へと移行する中で，さま

ざまな課題が台頭する。消費構造の変化，貿易自由化と輸入果実の増大，都市化との対抗をめぐ

る盛褒，産地間市場競争のiii化，労働力事情の悪化などであり，これとの関連で産地形成には種

類による格差をもちつつ，地域的な不均等性力噸在化していった。こうした産地変動，相対的地

位の変化についての詳しいことは報告にゆずるが，近年より明確なものとなりつつある。すなわ

ち，りんご産地にみられる全般的停滞・再編を別とすれば，みかん・ぶどう。ああ・なしなど主

要果樹の産地間に発展型産地と停滞・縮小型産地との分化がすすんでいる。また，いわゆる主産

地以外の中小あるいは点在型小規模産地については，従来あまり強い関心がよせられていないが，

その動向として小産地の後退がいちじるしいことも注目される。

さらに近年の動向として，米生産調整の稲転と関連した果樹園化という停滞。過剰化の中での

産地形成の問題，また，「加工需要拡大緊急対策」の下で一段と重要性を増しつつある加工と産

地形成の問題も報告の中でとりあげたい。

OS
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